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ス パ ー ト に な れ る 」（Brynjolfsson and McAfee 


















































































































































































































1983 年から 2009 年までの間に生じた富の正味増
加分の「80% 以上が上位 5% の世帯に，40% 以上
が 上 位 1% に 集 中 し て い る 」（Brynjolfsson and 



























































































































































































































































































































1 日 3 時間まで労働時間を短縮すれば，フランス
は世界最強の経済を実現するであろうとラファル













た。このことは現在では人が 1 日 4 時間も働けば，
必要とされる生産が十分達成されることを示して












ある。2010 年ごろの BI 論争は，「怠ける権利」を
可能にする BI の特質をめぐってなされていた。
（４）新自由主義に簒奪される（?）BI






















































































































































































































の中で導入される BI は，AI によって労働市場か
ら排除された人々の痛みを緩和するかどうかさえ
怪しい代物であるとみるべきであろう。では，ど






























































社 会 の 不 安 要 因 に な っ て い る（Lash 1994= 訳
50
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※各種 HP は，いずれも 2017 年 11 月 3 日確認
註
（ 1 ） 20 世 紀 の 歴 史 に つ い て は，（Hobbsbawm 
1994 ＝訳 1996）が詳しい。
（ 2 ） 反サミット運動に関しては，（濱西 2016）が
詳しい。
（ 3 ） ベーシックインカムの歴史については，（山
森 2009）と（Fitzpatric 1999= 訳 2009）の両
書を参照した。
